
酒
井
忠
夫
著

増
補
中
国
善
書
の
研
究

上

・
下

夫

，馬

進

75 

本
書
は
、
一
九
六

O
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
中
園
善
書
の
研
究
』
(
以
下
、

奮
著
と
略
構
)
の
増
補
版
で
あ
る
。

『酒
井
忠
夫
著
作
集
』
の
第

一
-
一
一般

に
収
録
さ
れ
る
。
確
か
に
増
補
版
に
は
違
い
な
い
が
、
量
的
に
言
っ
て
本
書

は
奮
著
の
約
二
倍
で
あ
る
。
上
巻
で
の
補
訂
は
必
要
最
小
限
の
範
掴
に
押
さ

え
ら
れ
、
奮
著
第
七
章
の
「
明
末
に
お
け
る
賓
巻
と
無
篤
敬
」
の
中
十
分
が

「
明
末
に
お
け
る
妖
書
邪
経
と
貧
巻
流
邪
経
巻
」
と
改
題
さ
れ
て
上
巻
に
、

残
り
の
半
分
が
「
明
末
以
後
、
清
代
の
宗
敬
結
枇
」
と
改
題
さ
れ
て
下
巻
に

移
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
奮
著
は
お
お
よ
そ
そ
の
ま
ま
こ
の
増
補
版
の
上
巻
を

な
す
。
こ
れ
に
針
し
、
下
巻
は
賓
質
的
に
奮
著
の
績
篤
と
言
っ
て
よ
い
。
奮

著
「
緒
言
」
に
お
い
て
、
著
者
は
す
で
に
、

「清
代
の
普
書
や
善
書
の
資
料

的
集
成
は
別
に
稿
を
改
め
て
愛
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
:
:
:
こ
れ
ら
は

・
:
:
績
篇
で
ま
と
め
て
考
究
す
る
考
え
で
あ
る
」
と
橡
告
し
て
い
た
。
本
書

下
車
句
は
、
四
十
年
隔
て
て
こ
の
珠
告
を
賓
現
さ
せ
た
積
篇
に
他
な
ら
な
い
。

上
巻
枚
録
の
論
考
が
、
主
に
中
園
明
代
の
著
書
の
書
誌
的
研
究
お
よ
び
こ
れ

に
か
か
わ
る
枇
曾
史
的
研
究
で
あ
る
の
に
釣
し
て
、
下
巻
枚
録
の
論
考
は
、

清
代
の
善
書
の
書
誌
的
研
究
あ
る
い
は
資
料
的
集
成
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
て
、
粧
品
習
史
的
研
究
は
奮
著
つ
ま
り
本
書
上
巻
に
比
べ
て
稀
薄
で
あ
る
。

と
も
か
く
本
書
下
巻
の
出
現
に
よ

っ
て
、
中
園
著
書
史
と
し
て
の
最
も
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
で
最
も
信
頼
す
る
に
足
る
研
究
を
我
々
は
得
た
と
言
っ
て
よ
い。

奮
著
に
封
す
る
書
評
は
す
で
に
多
く
な
さ
れ
、
こ
れ
に
封
す
る
許
債
は
極

め
て
高
い
も
の
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
は
現
在
で
も
愛
わ
ら
な
い
。
近
年
出
版

さ
れ
た
中
園
史
研
究
の
案
内
書
「
世
界
歴
史
大
系
中
園
史
4
・
明
清
』

(
松
丸
這
雄
他
編
、
東
京
、
山
川
出
版
枇
、
一
九
九
九
)
に
は
、

「参
考
文

献
」
が
掲
載
さ
れ
、
奮
著
に
つ
い
て
は
、

「明
清
の
郷
紳
・
士
人
の
歴
史
性

を
論
じ
、
そ
の
内
容
の
豊
か
さ
に
よ

っ
て
多
く
の
研
究
者
に
刺
激
を
奥
え

た
」
と
コ

メ
ン
ト
す
る
。
こ
れ
は
奮
著
の
枇
舎
史
的
研
究
の
側
面
に
即
し
た

コ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、
書
評
者
も
こ
れ
に
同
意
す
る
。
善
書
研
究
に
問
題
を

限
る
と
す
れ
ば
、
加
治
敏
之
「
善
書
と
遁
敬
」
(
講
座
遁
数
第
五
巻
『
道
教

と
中
圏
一
枇
曾
』
東
京
、
雄
山
間
出
版
、

二
O
O
て
所
枚
)
が
そ
の
概
説
と

し
て
は
も
っ
と
も
新
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
酒
井
氏
奮
著
を
大
き
く
出
る

も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
本
書
上
巻
が
出
版
さ
れ
た
の
と
あ
い
前
後
し
て
、
務
子
安
『
勧
化

金
銭
|
|
清
代
著
書
研
究
』
(
天
津
、

天
津
人
民
出
版
枇
、

一
九
九
九
)
が

祉
舎
史
叢
書
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
券
子
安
氏
は
香
港
の
新
進
研
究

者
で
あ
る
。
務
氏
著
書
で
は
、
酒
井
氏
に
よ
る
耳
目
著
を
こ
の
領
域
を
研
究
す

る
上
で
の

「経
典
(
バ
イ
ブ
ル
)」
で
あ
る
と
表
現
す
る
。

書
評
者
は
こ
れ

に
も
同
意
す
る
。
瀞
子
安
著
書
は
酒
井
氏
奮
著
を
基
礎
と
し
つ
つ
も
、
数
々

の
創
見
に
満
ち
た
秀
作
で
あ
る
。
特
に

「清
代
善
書
研
究
」
と
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
に
あ
る
よ
う
に
、
酒
井
氏
の
今
回
の
績
編
す
な
わ
ち
下
巻
と
内
容
的
に
密

接
な
関
係
が
あ
る
。
酒
井
氏
績
編
つ
ま
り
下
巻
が
、
清
代
善
書
の
書
誌
情
報

を
整
理
・
紹
介
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
の
に
釘
し
、
瀞
氏
著
書
は
書
誌
情

報
に
加
え
て
枇
曾
史
的
な
研
究
と
な

っ
て
い
る
の
が
、
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
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善
吉
お
よ
び
そ
の
周
透
の
問
題
に
閥
心
を
寄
せ
る
諸
子
が
、
酒
井
氏
に
よ
る

こ
の
増
補
版
と
と
も
に
、
こ
の
舎
を
も
あ
わ
せ
て
讃
ま
れ
る
こ
と
を
強
く
薦

〉
:
、

。

M
M
m
J
'
h
L
V
 

高
自
著
は
中
園
善
蓄
に
つ
い
て
、
世
界
に
先
纏
け
て
老
長
吊
し
た
名
著
と
言

っ

て
よ
い
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
図
で

「善
書
」
と
い
う
呼
構
が
皐
術

用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
帯
四
著
あ

っ
て
の
所
以
で
あ
る
。
書
評
者

も
こ
れ
ま
で
の
奮
著
に
封
す
る
高
い
評
債
に
基
本
的
に
同
意
す
る
以
上
、
再

び
こ
れ
を
紹
介
し
論
評
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
無
意
味
な
作
業
と
言
っ

て
よ
い
。

ま
た
下
巻
は
、
清
代
の
善
書
に
か
か
わ
る
手
堅
い
書
誌
撃
的
デ
ー
タ
を
研
究

の
主
軸
に
据
え
て
い
る
。
し
た
が

っ
て、

書
誌
撃
的
な
箇
今
の
デ
ー
タ
に
つ

い
て
細
か
な
紹
介
を
行
い
こ
れ
を
論
評
す
る
こ
と
も
ま
た
、
ど
れ
だ
け
意
味

の
あ
る
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
書
評
で
は
ま
ず
、
内
容
紹
介
に
換

え
て
各
章
の
目
録
と
各
章
論
旨
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
そ
し

て
さ
ら
に
、
上
巻
下
巻
を
通
し
て
大
き
な
問
題
と
考
え
る
二
つ
の
問
題
を
取

り
上
げ
、
比
較
的
詳
細
に
論
じ
て
み
た
い
。
こ
の
う
ち
下
巻
所
収
の
諸
論
考

に
言
及
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
本
舎
の
性
格
上
い
き
お
い
書
誌
間
学
的
な
検
討
や

書
誌
的
デ
ー
タ
の
補
充
を
主
眼
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
紙
幅
の
関
係
で

わ
ず
か
二
つ

の
問
題
に
し
ぼ
ら
さ
る
を
得
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
了
承

さ
れ
た
い
。

ま
ず
、
本
書
の
日
銀
と
各
論
考
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
一
不
す
。
上
巻
に

つ
い
て

も
こ
れ
を
記
す
の
は
、
醤
著
の
内
容
が
も

っ
と
知
ら
れ
て
よ
い
と
思
う
中
園

に
お
い
て
、
必
ず
し
も
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

上
巻序
説

下
巻ま
え
が
き

第

一
章

清

朝

の

民

衆

数

化
地
界
|

|
聖
隷
宣
講
に
つ
い

て

『勧
善
要
言

』

『

六

議
桁

義
』

重
論
魔
訓

城

郷

宣

講

脆

奔

位

園

郷

約

保

甲

『宣
議
集
要
』
と

『官
一議
拾
遺
」

『救
生
船
』

儒
数
者
と
善
書
文
化

第

章

第

章

第

章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第

章

第

章

明
朝
の
数
化
策
と
そ
の
影
響
|

|
特
に
勅
撰
書
を
主
と
し
て

勅

撰

勧

戒

書

大

詰

六

議

郷

約

明
末
の
枇
舎
と
善
書

郷

紳

士

人

郷

紳

の

横

奴

僕

の

横

生

貝

科
拳

徳

役

優

苑

特

機

郷

許

明
代
に
お
け
る
三
数
合

一
思
想
と
善
書

儒
品
以
岬
帥
品
以
遁
数
泰
州
撃
滅
東
林
撃
波

林

兆

恩

明
代
民
衆
文
化
専
制
権
力

表
了
凡
の
思
想
と
普
書

『立
命
篇
』

功
過
格

善
書
の
思
想

衷
氏
の
傍
統

功
過
格
の
研
究

『太
上
感
態
篇
』

遁
蔵
本
功
過
絡

衷
了
凡
の
功
過
格

徐

宏

『自
知
録
』

顔
茂
猷

『一
週
吉
録
』

『勧
成
金
書
』

『恭
一編
功
過
格
」

『

業

纂
功
過
格
』

不
費
銭
功
徳
例

陰
際
文
に
つ
い
て

明
末
に
お
け
る
妖
番
邪
経
と
資
巻
流
邪
綬
巻

無

矯

数

民

衆

信

仰
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第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

清
言
『
茶
根
護
』

『
人
譜
』
『
聖
拳
入
門
書
』

清
代
に
お
け
る
感
懸
篇
の
註
緯
書
と
そ
の
流
通
|
|
『
太
上

感
摩
篇
園
説
』
と
「
成
藤
篇
直
講
』

慈
善
救
済
曾
中
国
紅
十
字
曾
『
感
懸
篇
合
註
』

「
居
官
功
過
格
」
よ
り

『得

一
銭
』
へ

費
銭
功
徳
例
不
費
銭
功
徳
例
同
善
的
共
同
館

『同
善
録
」
と

『敬
信
組
問
」
、
『敬
信
銀
」
の
流
通

『附
帝
鐙
世
経
』

『
全
人
矩
燈
』

『
暗
室
燈
』

『
文
昌

功
過
格
』

清
末
の
善
書

明
末
以
後
、
清
代
の
宗
教
結
枇

無
鴛
数

『関
心
法
要
」

白

蓮

数

越

古

元

劉

天

緒

{
臣
官
賓
巻

江
戸
時
代
の
日
本
文
化
に
及
ぼ
せ
る
中
園
善
書
の
影
響
段
、ひ

に
流
通

『太
上
感
懸
篇
』

『
自
知
銭
」

『
陰
隙
録
』

鑑
」

『
闘
帝
霊
感
篇
」

『
和
字
功
過
自
知
銭
」

拳
琉
球
版
善
書
朝
鮮
・
東
南
ア
ジ
ア
善
書

『
明
心
資

石
門
心

二
つ
の
問
題
の
う
ち
ま
ず
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
上
巻
第

一
章
「
明
朝
の

数
化
策
と
そ
の
影
響
」
、
下
巻
第

一
寧

「
清
朝
の
民
衆
敬
化
策
」
、
第
二
章

「
『宣
議
集
要
』
と

『官
-
講
拾
遺
』
」
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
問
題
で
あ
る
。

ま
ず
極
め
て
車
純
な
こ
と
で
あ
る
が
、
六
議
の
解
議
や
聖
議
十
六
僚
の
宣
議、

あ
る
い
は
郷
約
な
ど
が
、
そ
の
理
念
と
プ
ラ
ン
は
と
も
か
く
、
は
た
し
て
ど

こ
ま
で
賓
際
に
行
わ
れ
た
の
か
、
ど
の
程
度
の
賓
殺
が
あ
っ
た
の
か
と
の
疑
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聞
が
、
讃
後
ど
う
し
て
も
残
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
酒
井
氏
が
、
明
代
に

つ
い
て
「
郷
約
は
郷
紳
や
士
人
及
び
郷
の
者
老
、
郷
民
を
以
て
組
織
し
た
の

で
あ
り
、
そ
の
指
導
的
階
層
は
郷
紳
と
士
人
或
い
は
香
徳
長
者
で
あ
っ
た
」

(上
巻
頁
九
四
)
と
し
、
清
代
に
つ
い
て
も
「
清
朝
の
人
民
数
化
策
と
し
て

の
聖
議
宣
講
は
官
僚
(
地
方
官
)
指
導
下
、
郷
紳

・
士一人

・
者
老
屠
の
協
力

に
よ
っ
て
成
果
を
拳
げ
た
」
(
下
巻
頁
七

こ

と
さ
れ
る
が
、
本
首
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
第
一

に
、
地
方
に
お
け
る
郷
約
履
行
の
中
心
は
、
郷
紳
・
士
人

あ
る
い
は
者
老
屠
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
第
二
に
、
成
果
を
暴
げ

え
た
の
で
あ
ろ
う
か。

こ
こ
で
は
明
代
蔦
暦
二
年

(
一
五
七
四
)、
ソ
ウ
ル
か
ら
北
京
ま
で
滋
を

し
た
朝
鮮
の
越
憲
が
貧
際
に
自
に
し
た
も
の
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
そ
の
日

記

『朝
天
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
七
月
二
十
日
、
山
海
闘
を
こ
え
て

現
在
の
河
北
省
に
入
っ
た
越
憲
は
、
郷
約
所
を
目
撃
し
た
。
郷
約
所
に
は
約

正
・
副
正

・
公
直
が
お
り
、
毎
月
朔
望
に
は
集
ま
る
。
二
籍
を
置
い
て
人
の

善
悪
の
行
を
記
す
。
前
の
年
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
、
と
記
し
て
い
る
。
二

籍
と
は
こ
の
場
合
、
記
善
簿
と
記
悪
簿
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。
さ
ら
に
こ
れ
に
描
明
け
て
、
昨
年
の
秋
、
巡
按
御
史
が
呂
氏
郷
約
を
行
わ

せ
、
毎
月

一
日
に
所
属
の
撫
寧
燃
に
来
さ
せ
、
み
な
で
集
ま

っ
て
法
律
を
譲

ま
せ
て
い
る
、
こ
れ
に
違
反
し
た
も
の
は
罰
せ
ら
れ
る
、
と
解
説
を
加
え
る
。

同
行
し
た
許
釘
も
、
ほ
ぽ
同
様
な
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
お
お
よ
そ
プ
ラ
ン

通
り
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
撫
寧
肝
脚
城
で
街
を
取
っ
た
彼
ら
は
次
の
二

十
二
日
、
健
E

望
鋪
の
城
中
で
休
息
を
と

っ
た
。
越
憲
は
記
す
。
「
朱
文
向
と

い
う
者
の
家
で
あ
る
。
朱
は
愚
か
な
人

(護
貿
人
)
で
は
あ
る
が
、
郷
約
の

副
正
を
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
毎
月
朔
望
に
集
ま
っ
て
人
の
悪
行

を
戒
め
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
」
。
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越
愈
も
許
位
釘
も
朱
文
山
川
が
生
貝
な
ど
の
肩
書
き
を
持
っ
て

い
る
と
記
し
て

い
な
い
か
ら
、
こ
の
郷
約
の
副
正
に
骨
固
た

っ
て
い
た
男
は
、
庶
民
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
朝
鮮
の
使
節
が
休
憩
に
使
っ
た
家
が
極
貧
の
家

で
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
越
憲
は
「
そ
の
子
供
は
譲
番
が
で
き

る
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ま
さ
し
く
者
老
暦
に
属
す
る
人
物

と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い。

郷
約
の
プ
ラ
ン
を
示
し
た
資
料
で
は
、
者
老

・

有
徳
者
が
そ
の
賓
施
に
あ
た
る
と
さ
れ
、
酒
井
氏
を
も
含
め
た
こ
の
種
の
研

究
で
も
、
「
者
老
暦
」
が
嘗
た
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
郷
約
プ
ラ

ン
を
讃
む
我
有
は
、
一
見
し
た
だ
け
の
外
閤
人
が
「
愚
か
な
人
物
」
と
表
記

す
る
よ
う
な
者
を

「
者
老
暦
」
と
い
う
言
葉
で
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
か
。
越
憲
が
目
繋
し
た
副
正
は
、
こ

の
岩
田
老
屠
あ
る

い
は
有
徳
者
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
は
る
か
に
遠
い
。

地
方
官
が
主
導
し
て
郷
約
や
聖
議
室
講
を
賓
施
し
た
場
合
、
そ
れ
は
径
役

の
如
き
も
の
と
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
消
代
の
史
料
で
は
、
郷
約
を
貧
際

に
「
役
」
と
表
現
す
る
も
の
が
、
す
で
に
順
治
年
聞
に
登
場
す
る
。
こ
の
勲
、

清
代
の
李
来
高
平
「
聖
議
宣
講
郷
保
保
約
』
に
見
え
る
「
官
役
」
の
解
線
に
お

い
て
、
書
評
者
は
酒
井
氏
の
見
解
と
異
に
す
る
。
酒
井
氏
は
「
約
正
、
副
、

司
議
、
司
書
は
紳
、
士
で
あ
ろ
う
か
ら
官
と
裕
す
。
甲
長
、
地
方
人
は
役
に

骨
固
た
る
」
(
下
巻
頁
二
四
)
と
さ
れ
る
が
、
約
正
、
約
副
以
下
地
方
人
ま
で

す
べ
て
「
{白
隠
で
役
せ
ら
れ
る
者
」
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
か
り
に
書

評
者
の
解
稼
で
よ
い
と
す
れ
ば
、
地
方
{
呂
が
主
導
す
る
郷
約
や
重
論
宣
講
の

賓
施
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
は
徳
役
の
如
き
も
の
と
な
り
、
郷
紳
、
士
人
さ
ら

に
は
本
省
の
有
抽
出
者
あ
る
い
は
有
力
者
は
そ
こ
か
ら
逃
げ
回
り
、
い
き
お
い

朱
文
尚
の
如
き
者
が
賓
務
に
嘗
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

『一
渦
恵
金
書
』
巻
二
十
五
、
「
講
讃
上
議
」
で
は
、
聖
論
十
六
僚
の
宣
識
を

『周
種
」
の

「讃
法
」
に
な
ぞ
ら
え
つ
つ
、
周
代
に
讃
法
に
た
ず
さ
わ

っ
て

い
た
の
は
品
行
の
優
れ
た
人
物
で
あ

っ
た
が
、
い
ま
は
「
市
井
庸
都
」
が
講

認
の
任
に
あ
た

っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
清
代
康
照
年
間
の
こ
と
と
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
朱
文
向
の
イ
メ
ー
ジ
は
ま
さ
し
く
こ
の

「市
井
庸
都
」

と
一
致
す
る
。

酒
井
氏
は
ま
た
、
明
代
で
は
嘉
靖
以
来
、
郷
約
、
保
甲
で
六
識
が
行
わ
れ
、

民
衆
数
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

(上
巻
頁
七
六
)
と
さ
れ
、
逆
に
清

代
中
頃
以
降
に
は
、
郷
保
宣
諸
問
に
よ
る
人
民
激
化
と
稽
察
に
よ
る
人
民
の
旋

善
懲
悪
の
貧
を
暴
げ
に
く
く
な

っ
た

(下
巻
頁
三
二
)
、
あ
る
い
は
乾
隆
後

期
以
後、

{枇
曾
不
安
が
昂
じ
て
宣
議
の
賓
殺
が
奉
が
ら
な
く
な

っ
て

い
た

(
下
容
頁
四
五
)
と
さ
れ
る
が
、
本
嘗
で
あ
ろ
う
か
。
郷
約
や
聖
論
の
宣
議

は
、
地
方
{呂
が
主
唱
し
た
場
合
、
ほ
と
ん
ど
常
に
賓
殺
を
拳
げ
に
く
か

っ
た

の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
郷
約
や
聖
論
の
宣
講
を
民
衆
数
化
の
た
め
の

重
要
な
施
策
と
考
え
る
地
方
の
名
望
家
や
有
力
者
が
主
唱
し
た
と
き
、
あ
る

い
は
徳
望
あ
る
地
方
官
が
主
唱
し
た
と
き
、
一
時
的
に
は
賓
放
が
奉
が
る
こ

と
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
ら
が
死
去
あ
る
い
は
離
任
し
て
し
ま

え
ば
、
そ
れ
ら
は
形
骸
化
す
る
の
が
常
で
は
な
か
っ
た
か
。
明
代
蔦
暦
年
開

の
日
坤

『賓
政
録
」
を
五
、
郷
甲
約
は
、
郷
約
の
施
行
を
主
張
し
た
も
の
と

し
て
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
郷
約
と
保
甲
の
賓
施
を
主
張
す
る
こ
の
書
に
お

い
て
も
、
そ
の
.フ
ラ
ン
を
開
陳
す
る
前
の
前
書
き
で
は
、
園
家
が
こ
れ
ら
の

賓
施
を
再
三
に
わ
た
っ
て
命
じ
て
も
、

「関
係
官
僚
(
知
州

・
知
豚
)
は
ま

た
い
つ
も
の
こ
と
か
と
見
な
し
、
こ
れ
に
言
及
す
る
者
は
口
を
と
が
ら
せ
て

不
平
を
言
い
、
村
里
で
は
そ
の
煩
雑
さ
に
苦
し
み
、
こ
れ
を
聞
い

て
頭
を
痛

め
る
」
と
い
い
、
さ
ら
に
朔
望
の
郷
約
集
舎
の
時
に
千
人
が
集
合
し
た
と
し

て
も
、
「
午
後
の
一
時
や
三
時
に
な

っ
て
も
郷
約
を
講
ず
る
者
は
一

語
を
も
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設
し
な
い
。
ド
ヤ
ド
ヤ
や
っ
て
来
て
腹
が
減
り
疲
れ
は
て
て
解
散
す
る
」
な

ど
と
、
郷
約
が
い
か
に
賓
施
さ
れ
に
く
い
か
を
語
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
酒
井
氏
の
主
眼
は
、
「
ど
の
よ
う
な
民
衆
敬
化
が
行
わ
れ
た
の

か
」
に
注
が
れ
て
お
り
、
「
民
衆
数
化
は
ど
の
程
度
賓
致
性
が
あ
っ
た
の
か
、

賓
態
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の

貧
態
と
賓
放
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
記
述
が
な
い
た
め
、
「
民
衆
教
化
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
」
と
さ
れ
、
逆
に
「
宣
苦
情
の
貧
が
暴
が
ら
な
く
な
っ

た
」
と
許
領
さ
れ
て
も
、
極
め
て
豊
富
で
は
あ
る
が
い
ず
れ
も
浬
念
性
と
プ

ラ
ン
性
の
高
い
資
料
を
次
々
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
こ
の
疑
念

を
増
す
。
こ
の
民
衆
数
化
策
に
お
け
る
理
念
と
現
賓
の
距
離
に
つ
い
て
は
、

こ
の
種
の
研
究
を
す
る
多
く
の
者
が
お
そ
ら
く
は
気
づ
き
な
が
ら
、
資
料
上

の
制
約
も
あ
っ
て
い
ず
れ
も
十
分
に
踏
み
込
め
て
い
な
い
問
題
で
あ
る
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
か
り
に
郷
約
や
宣
議
に
あ
ま
り
殺
果
が
な
か
っ
た
と
結
論
附

け
て
し
ま
え
ば
、
「
父
母
に
孝
順
な
れ
」
以
下
園
家
に
よ
っ
て
上
か
ら
注
入

さ
れ
る
規
範
と
、
前
近
代
の
民
衆
が
賓
際
に
持
っ
て
い
た
か
に
見
え
る
規
範

と
に
さ
ほ
ど
大
き
な
隔
た
り
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
ど
う
な
の
か
、
大

き
な
隔
た
り
が
仮
に
な
い
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
故
か
、
そ
れ
は
別
の
勧
善
書

(
善
書
)
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
か
ら
な
の
か
な
ど
、
ま
さ
し
く
中
園

の
民
衆
規
範
と
善
書
と
い
う
根
幹
の
問
題
そ
の
も
の
に
舞
い
戻
り
、
挑
戦
せ

ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。
酒
井
氏
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
理
念
や
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
こ
れ
以
上
研
究
が
必
要
な

い
ほ
ど
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
我
々
に
と

っ

て
少
な
く
と
も
可
能
で
あ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
よ
り
枇
曾
史
に
即
し

て
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
資
料
的
に
は
や
は
り
地
方
棺
案
が
有
力
で

あ
ろ
う
。
清
代
の
差
役
化
し
た
郷
約
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
伍
躍
氏
が
地
方

棺
案
を
用
い
て
そ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
附
随
し
て
、
下
巻
第
二
章
で
取
り
奉
げ
ら
れ
る
『
動
善
要

言
」
な
ど
の
書
誌
的
問
題
が
あ
る
。
順
治
帝
に
よ
っ
て
頒
布
さ
れ
た
と
い
う

こ
の

『勧
善
要
言
」
に
つ
い
て
、
著
者
は
賓
物
を
見
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
京
都
大
拳
文
挙
部
園
書
館
に
所
殺
さ
れ
、
京
都
大
事
人
文

科
拳
研
究
所
に
も
所
寂
さ
れ
る
。
満
漢
文
併
記
刊
本
で
あ
る
。
ま
た
酒
井
氏

は

『聖
論
庚
訓
」
の
満
漢
文
併
記
刊
本
が
内
閣
文
庫
に
あ
る
こ
と
を
紹
介
さ

れ
る
が
、
さ
ら
に
京
都
大
拳
文
拳
部
聞
書
館
に
は

『
三
合
聖
論
庚
訓
」
(同

治
十
三
年
重
刊
本
、
四
新
)
が
蔵
さ
れ
、
こ
れ
は
満
蒙
漢
の
三
合
併
記
刊
本

で
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
酒
井
氏
は
聖
論
十
六
僚
の
宣
講
に
つ
い

て
、
庚
東
庚
州
府
連
州
連
山

町
脚
知
際
李
来
章
撰
の
『
聖
論
宣
講
師
郷
保
保
約
」
と
「
聖
議
宣
講
儀
注
」
を
引

用
し
な
が
ら
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
二
種
の
資
料
は
、
東
京
大
祭
東
洋
文
化
研

究
所
戴
本
に
よ

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
賓
は
京
都
大
島
平
附
属
園
書
館
に
は

『
種
山
圏
全
集
」
と
稽
す
る
一
秩
八
粉
本
を
蔵
す
る
。
そ
の
書
名
を
撰
年
と

と
も
に
列
記
す
る
と
、
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

『聖
論
宣
講
郷
保
保
約
」
(
康
照
四
十
四
年
小
引
)
、
『
聖
論
宣
議
儀
注
」
、

『
御
製
訓
筋
土
子
文
』
(
康
照
四
十
五
年
序
)
、

『聖
議
圃
像
桁
義
」
(
康
配
…

四
十
三
年
序
)
、
『
聖
議
街
義
三
字
歌
俗
解
」
(
康
照
四
十
五
年
序
)
、
『
遠

山
舎
院
志
』
六
虫
色
、
『
南
陽
書
院
皐
規
』
二
巻
(
康
照
三
十

一
年
序
)
、

『
勅
賜
紫
雲
書
院
志
」
(
康
照
三
十
年
序
)、
『
達
天
録
」

二
巻

(康
照
三

十

一
年
序
)、
『
連
陽
八
排
風
土
記
』
八
巻
(
康
配
…
四
十
七
年
序
)

李
来
章
は
康
配
…四
十
三
年
七
月
二
十
六
日
に
遠
山
際
に
赴
任
し
、
四
十
八

年
春
に
離
任
し
て
い
る
。
彼
の
在
任
期
間
に
編
纂
し
た
聖
論
宣
議
関
係
の
資

料
か
ら
す
れ
ば
、
李
来
章
と
い
う
人
物
は
ほ
と
ん
ど
聖
議
宣
講
プ
ラ
ン
マ
ニ
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ア
と
い
う
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
あ
る
い
は
進
士
出
身
で
な

い
と
こ
ろ
か
ら
く
る
、

コ
ン
プ
レ
7

ク
ス
の
現
れ
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
で

最
も
興
味
深
い
貼
は
、
彼
が
連
山
知
際
と
し
て
、
漢
民
族
だ
け
で
な
く
原
地

の
緩
族

(稲
族
)
を
も
劉
象
と
し
て
フ
ラ
ン
を
作

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

京
都
大
撃
人
文
科
拳
研
究
所
に
は
ま
た
、

李
来
章
撰

『植
山
図
文
集
、
後
編
、

別
編
』
を
蔵
す
る
。
八
つ
の
序
文
の
う
ち
最
も
遅
い
も
の
は
康
照
二
十
九
年

の
も
の
で
あ
る
。
後
編
を
見
て
み
る
と
少
な
く
と
も
康
照
五
十
年
ま
で
の
文

を
収
録
す
る
が
、
し
か
し
こ
の
文
集
に
は
意
識
的
に
か
聖
議
宣
議
開
係
の
も

の
は
牧
め
な
い
。

な
お
京
都
大
同
学
附
属
園
書
館
に
は
さ
ら
に
、
『
官
一
議
集
粋
』
(
光
緒
十
四
年

刊
)
三
峡
十
八
般
、

『宣
講
博
開
銀
」
(光
緒
十
四
年
刊
)
一

般
人
加
、
『聖

論
蕎
世
」
(
光
緒
十
六
年
刊
)
一

秩
十
六
慨
を
も
裁
す
る
。
こ
れ
ら
に
は

い

ず
れ
も
西
樵
雲
泉
仙
館
調
元
善
祉
の
序
が
附
け
ら
れ
て
お
り
、
蹟
東
省
慶
州

で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
普
堂
で
省
一議
す
る
に
あ
た
っ
て、

講
師
と
な
る
者
の
説
倣
材
料
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
編
纂
し
た
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
れ
ま
た
ど
こ
ま
で
使
わ
れ
、
ど
の
程
度
に
賓
殺
を
お
さ
め
た
の
か
は
、

明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
三
番
は
合
計
五
峡
計
四
十
二
加
で
一
セ
ッ
ト
を
な

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
は
な
は
だ
マ
ニ
ア

y
ク
な
印
象
を
輿
え
る
。
酒
井
氏

は
こ
の
舎
に
言
及
し
な
い
が
、
霊
論
宣
講
の
プ
ラ
ン
を
示
す
も
の
と
し
て
は、

こ
れ
が
最
も
大
部
な
も
の
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

民
衆
教
化
に
か
か
わ
る
最
後
の
問
題
と
し
て
こ
こ
で
琴
げ
た
い

の
は、

『六
議
街
義
』
の
撰
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。
酒
井
氏
が
著
者
の
抱
鉱
に
つ
い

て
そ
の
俸
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
し
、
「
藤
城
」
の
泡
銭
と
記
さ
れ
る
か
ら

河
南
省
の
人
の
よ
う
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
の
は
従
え
な
い
。
世
間
城
を
河
南
省

の
所
轄
と
し
た
の
は
、

地
名
刺
肝
典
な
ど
に
河
南
省
河
南
府
混
池
際
と
あ
る
の

に
よ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

姦
城
と
は
春
秋
時
代
越
の
泡
姦
が
築
い
た
城

(都
市
)
の
こ
と
で
、
紹
興
の
こ
と
を
現
在
で
も
「
姦
城
」
と
呼
ぶ
。
な
お
、

活
鉱
の
人
と
な
り
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
毛
奇
齢

『西
河
文
集
」

記
事
に
載
せ
る

「沼
鉱
入
川
勤
石
記
事
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
活
銃

は
若
い
と
き
か
ら
紹
興
に
居
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
父
も
自
分
も
幕
友

の
如
き
職
業
を
し
て
い
た
ら
し
い
。
紹
興
と
は
ま
さ
し
く
幕
友
の
産
地
で
あ

る
。
『
六
歳
術
義
」
の
撰
者
は
や
は
り

「曾
稽
の
泡
銭
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ

、
内

J

。さ
て
第
二
に
問
題
と
し
た

い
の
は
、

衷
了
凡
に
つ
い
て
で
あ
る
。
上
巻
第

四
章
「
衷
了
凡
の
思
想
と
善
書
」
は
、
明
末
善
書
の
作
成
と
普
及
に
つ

い
て

中
核
的
な
位
置
を
占
め
た
衰
了
凡
に
つ
い
て
、
精
綴
に
論
じ
た
名
篤
と
い
う

べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
論
考
を
受
け
継
ぎ
、

表
了
凡
と
そ
の
周
透
の
問
題
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
徹
底
的
な
究
明
を
行
っ
た
の
は
、
奥
崎
裕
司
氏
で
あ
っ
た
。
哀
了
凡
に
閉

す
る
研
究
は
、
そ
の
著

『中
園
郷
紳
地
主
の
研
究
』
(
東
京
、
汲
古
書
院、

一
九
七
八
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
溝
口
雄
三
氏
は
か
つ
て
こ
の
書
に
つ
き
、

思
想
史
研
究
の
方
法
の
問
題
で
は
手
巌
し
い
批
判
を
行
っ
た
が
、

表
了
凡
お

よ
び
衰
氏

一
族
の
歴
史
を
徹
底
的
に
精
綴
に
考
誼
し
た
部
分
に

つ
い
て
は、

お
そ
ら
く
こ
れ
以
上
の
も
の
は
今
後
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
評
債
し
た
。

書
評
者
も
こ
れ
に
ほ
ぼ
同
意
す
る
。
た
だ
酒
井
氏
の
今
回
の
増
補
版
に
お
い

て
奥
崎
氏
の
研
究
に
言
及
す
る
の
は
、
こ
の
第
四
章
で
哀
了
凡
の
生
卒
年
を

嘉
靖
十
二
年

(一

五
三

=
c
生
、
高
層
三
十
四
年

三

六

O
六
)
卒
と
考
設

し
た
黙
の
み
で
あ
る
。
ま
た
本
書
上
巻
に
収
め
る
「
序
説
」
は
い
わ
ば
善
書

研
究
史
で
あ
り
、
普
書
研
究
史
を
知
る
上
で
便
利
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
奥
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崎
氏
の
研
究
に
封
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
か
り
に
同
意
で
き

な
い
部
分
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
重
要
な
問
題
だ
け
で
も
後
拳
の
た
め
に
今

回
是
非
論
じ
て
ほ
し
か
っ
た
。

同
意
で
き
な
い
部
分
、
と
言
っ
た
の
は
、
貧
は
書
評
者
に
そ
の
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
奥
崎
氏
が
、
表
氏
一
族
は
裳
了
凡
の
前

の
世
代
ま
で
、
「
三
代
清
白
」
の
規
定
に
よ

っ
て
科
奉
に
法
制
上
か
ら
謄
じ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
さ
れ
た
黙
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
奥
崎
氏
は
靖
難
の
繁
に
連
座
し
て
罪
を
得
た
衷
順
(
杷
山
)
か

ら
鍛
え
て
四
代
目
の
衷
了
凡
の
代
に
な
っ
て
、
始
め
て
自
動
的
に
科
暴
に
穣

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
し
、
そ
れ
だ
け
哀
家
で
は
裳
了

凡
の
世
代
に
な
る
こ
と
を
待
ち
こ
が
れ
、
科
穆
受
験
に
お
け
る
衰
了
凡
へ
の

期
待
が
高
か
っ
た
の
だ
と
し
、
ま
た
科
奉
に
感
じ
る
こ
と
を
禁
じ
た
家
訓
に

つ
い
て
は
、
哀
了
凡
自
ら
が
意
国
的
に
こ
れ
を
破
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
議
論
は
、
裳
了
凡
に
よ
る
思
想
形
成
と
功
過
格
の
賓

践
が
科
拳
や
宿
命
論
と
極
め
て
深
い
開
係
を
持
つ
だ
け
に
重
要
で
あ
る
。
こ

れ
は
酒
井
氏
奮
著
に
は
見
え
な
い
新
設
で
あ
る
が
、
酒
井
氏
「
善
書
」

(『
中

園
文
化
叢
書
・
六
・
宗
数
』
東
京
、
大
修
館
書
庖
、
一
九
六
七
。
な
お
、
蒙

了
凡
に
閲
す
る
部
分
は
、
奥
崎
氏
の
執
筆
に
か
か
る
こ
と
論
文
冒
頭
で
明
記

さ
れ
る
)
で
こ
の
新
設
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
ブ
ロ
カ
ウ
著
書
で
も
こ
の
説
に

全
面
的
に
依
援
し
つ
つ
、
表
了
凡
が
正
統
儒
数
を
は
な
れ
て
濁
自
な
思
想
形

成
を
す
る
こ
と
に
な
る
重
要
な

一
因
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
議
論
は
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。
第
一
に
、
中
哀
氏
が
「
三
代

清
白
」
の
規
定
に
よ
っ
て
法
制
上
か
ら
必
然
的
に
科
奉
受
験
が
で
き
な
い
の

だ
と
す
れ
ば
、
な
ん
の
た
め
に
わ
さ
わ
ざ
科
奉
受
験
を
禁
ず
る
家
訓
を
作
る

必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
第
二
に
、
法
制
的
に
科
傘
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
を
、
は
た
し
て
「
初
年
猶
お
峻
法
を
倶
る
」
と
か

「
殺
運
未
だ

除
か
れ
ず
」
な
ど
と
表
現
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
奥
崎
氏
は
三
代
清
白
と
い
う

規
定
そ
の
も
の
を
「
峻
法
」
「
殺
運
」
と
解
穫
さ
れ
る
か
、
受
験
資
格
が
な

い
者
が
法
の
網
を
く
ぐ
っ
て
受
験
し
た
結
果
と
し
て
受
け
る
罰
を
、「
峻
法
」

と
か
「
殺
運
」
と
解
担
押
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
表
現
と
し
て
は
い
ず
れ
も

は
な
は
だ
ズ
レ
て
い
る
。
第
三
に
、
奥
崎
氏
も
引
用
す
る

『衰
氏
家
訓
」
民

職
篇
に
、
衰
順

(杷
山
)
の
子
の
哀
願
が
十
八
歳
の
時
、
そ
れ
ま
で
受
験
勉

強
を
し
て
い
た
の
で
際
試
に
赴
こ
う
と
し
、
父
に
こ
の
こ
と
を
言
っ
た
、
と

出
て
く
る
。
奥
崎
氏
の
表
現
を
借
り
れ
ば

「三
代
清
白
」
を
汚
す

「罪
人
」

の
子
供
が
、
す
で
に
受
験
勉
強
に
勅
み
科
参
に
感
じ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で

あ
っ
て
、
そ
こ
に
何
ら
の
法
制
上
の
制
限
を
も
讃
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

父
の
衰
順
(
杷
山
)
は
こ
こ
で
、
官
僚
と
な
る
の
を
や
め
よ
、
良
民
と
し
て

世
を
波
せ
よ
、
と
そ
の
子
に
科
暴
受
験
を
や
め
さ
せ
た
に
す
ぎ
な
い
。

で
は
、
「
峻
法
」
と
か

「殺
運
」
と
は

一
健
何
か
と
言
え
ば
、
こ
れ
は
明

初
に
あ
っ
て
は
、
官
僚
と
な
る
こ
と
が
甚
だ
危
険
で
、
忌
避
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
一
般
的
に
語
る
言
葉
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
明
初
を
生
き
た
葉
伯
臣
は

品
目
の
土
が
官
僚
と
な
る
の
を
条
血
管
と
考
え
て
い
た
の
と
封
比
し
、
「
今
の
士

た
る
者
は
、
と
こ
へ
行
っ
た
か
わ
か
ら
ず
名
前
す
ら
知
ら
れ
な
い
こ
と
を
一
臓

と
な
し
、
辱
め
を
受
け
て
官
僚
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
こ
と
を
幸
い
と
考
え

て
い
る
。
屯
田
や
工
役
な
ど
は
必
ず
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
罪
と
考
え
、
む
ち

打
た
れ
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
、
尋
常
の
辱
め
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
、

「
一
た
び
官
界
に
入
る
と
、
禁
網
が
厳
密
で
あ
る
た
め
に
、
朝
に
は
夕
方
ど

う
な
る
か
が
わ
か
ら
な
い
」
と
述
べ
る

(『皇
明
経
世
文
編
』
巻
八
、
高
言

書
)
。
こ
れ
が
ま
さ
し
く
「
峻
法
」
で
あ
り

「殺
運
」
に
他
な
ら
な
い
。
こ

の
文
章
に
論
評
を
加
え
た
明
末
の
人
は
、
明
朝
の
士
大
夫
で
官
僚
と
な
る
築
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し
み
が
で
き
た
の
は
、
宣
徳
の
頃
か
ら
だ
と
考
え
て
い
た
。
衷
氏
の
場
合
、

そ
れ
か
ら

一
世
紀
以
上
た

っ
て
科
暴
に
謄
ず
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
の
は
、

ま
さ
し
く
家
訓
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
奥
崎
氏
と
は

異
り
、
裳
了
凡
お
よ
び
彼
を
敬
育
し
た
そ
の
父
の
世
代
に
な
っ
て
、
意
闘
的

に
家
訓
を
破
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
で
こ
そ
「
立
命
篤
」
の
文

章
が
生
き
て
く
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
問
題
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
衷
了
凡
と
科
暴
あ
る
い
は
衰
了
凡

と
宿
命
論
と
の
問
題
に
か
か
わ
る
ゆ
え
に
重
要
だ
と
思
う
。
奥
崎
氏
著
書
に

釣
す
る
い
く
つ
か
の
書
評
で
も
こ
れ
が
問
題
と
さ
れ
ず
、
こ
れ
が
す
で
に
定

説
化
し
て
い
る
感
が
あ
る
だ
け
に
、
増
補
版
に
お
い
て
は
酒
井
氏
自
身
の
コ

メ
ン
ト
を
是
非
お
聞
き
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

す
で
に
お
お
よ
そ
紙
幅
も
登
き
た
。
本
書
増
補
版
が
特
殊
な
構
成
で
あ
る

た
め
、
書
評
も
特
殊
な
ス
タ
イ
ル
を
取
ら
さ
る
を
得
な
い
こ
と
、
は
じ
め
に

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
二
黙
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
だ
け
で

は
、
赤
面
の
至
り
で
あ
る
。
以
下
に
、
響
評
を
引
き
受
け
た
時
給
で
書
こ
う

と
思

っ
た
数
黙
を
簡
保
書
き
に
し
て
、

責
め
を
ふ
さ
ぎ
た
い
。

(
1
)
著
者
が
何
故
、
中
闘
著
書
研
究
と
い
う
未
開
拓
な
分
野
に
挑
戦
し

て
成
功
を
収
め
、
か
つ
日
本
に
お
け
る
「
明
代
の
後
見
」
者
の

一
人
に
な
り

得
た
の
か
、
と
の
問
題
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
中
で
著
者
が
、
中
山

久
四
郎
と
平
野
義
太
郎
と
い
う
思
想
傾
向
も
研
究
方
法
も
全
く
遣
う
二
人
を
、

と
く
に
同
じ
く
「
先
生
」
と
呼
び
か
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
ヒ
ン
ト
と
な
ろ

う
。
一

方
は
資
料
汲
、
他
方
は
理
論
仮
と
呼
ん
で
よ
い
。
あ
る
い
は
、
室

町

・
江
戸
時
代
以
来
、
日
本
で
埜
今
と
し
て
集
積
さ
れ
た
中
園
資
料
を
利
用

し
て
な
さ
れ
る
歴
史
研
究
と
、
日
中
戦
争
期
の
中
園
枇
舎
を
ど
の
よ
う
に
理

解
す
る
か
、
と
い
う
現
代
的
課
題
と
の
見
事
な
結
合
で
あ
っ
た
、
と
言

っ
て

よ
い
。(2
)
奮
著
と
そ
の
出
版
後
展
開
さ
れ
た

「
郷
紳
論
」

と
の
関
連
の
問
題
。

さ
ら
に
今
や
ほ
と
ん
ど
誰

一
人
と
し
て

「郷
紳
論
」
を
唱
え
る
者
が
い
な
い

な
か
で
、
多
く
の
者
が
唱
え
る

「地
域
社
曾
論
」
な
る
も
の
と
比
べ
て
み
た

時
の
奮
著
の
大
き
な
意
義
に
つ
い
て
、

是
非
と
も
論
及
し
た
か
っ
た
。

(
3
)
こ
の
増
補
版
で
は
、
奮
著
に
比
べ
る
と
善
舎
、
善
堂
へ
の
言
及
が

歴
倒
的
に
増
加
し
、
「
善
堂
的
共
同
鐙
」
「善
堂
共
同
種
」

「善
奉
共
同
健」

「同
善
曾

・
善
曾
共
同
穏
」
「
善
堂
善
舎
共
同
種
」
「
同
善
的
宗
教
結
社
」
な

ど
の
用
語
が
頻
出
す
る
。
た
だ
「
共
同
健
」
と
い
う
用
語
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
の
針
比
を
念
頭
に
置
く
な
ら
、
や
は
り

「共
同

程
」
と
す
る
よ
り
「
結
社
」
あ
る
い
は

「圏
慢
」

と
い
う
用
語
の
方
が
ベ

タ
ー
で
は
な
い
か
。
ま
た
善
舎
、
善
堂
と
善
書
と
の
結
び
つ
き
に
つ

い
て
、

で
き
る
だ
け
本
舎
の
内
容
に
即
し
て
陳
能
正
(
同
善
曾
)
と
『
同
善
舎
銭
円

顔
茂
猷

(雲
起
紅
)
と

『迫
土口
銭
」、

施
善
昌
(
福
北
仁
時間
堂
)
と
『
太
上

感
態
篇
聞
説
』
な
ど
を
例
と
し
て
、
コ
メ
ン
ト
し
た
か

っ
た
。
ま
た
、
普

曾
・
普
堂
と
し
て
の
救
生
船
と
、

善
警
と
し
て
の

『救
生
船
』
と
が
特
に
結

び
つ
く
と
い
う
積
極
的
な
資
料
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
い
だ
せ
な
い
よ
う
で
あ

る
。
(
4
)
下
巻
第
九
章
「
江
戸
時
代
の
日
本
文
化
に
及
ぼ
せ
る
中
園
善
舎
の

影
響
控
び
に
流
通
」

は
名
篤
と
い
う
べ
き
徹
底
的
な
書
誌
等
的
研
究
で
あ
り、

多
く
の
示
唆
を
受
け
た
。
特
に
書
評
者
に
と
っ
て
は
、
徳
川
綱
吉
と
善
書
ひ

い
て
は
放
生

・
育
嬰
と
の
開
速
を
考
え
る
上
で
、

興
味
津
冷
で
あ
っ
た。

た

だ
朝
鮮
の
善
書
に
つ
い
て
は
、

『韓
圏
語
拳
資
料
叢
書
』
第
二
輯

・
第
三
輯

(ソ
ウ
ル
、
太
皐
祉
、

一
九
八
八
)
に
『
太
上
威
信
篇
園
設
諺
解
』
な
ど
多
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数
の
朝
鮮
版
を
影
印
牧
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
解
題
が
役
に
立
つ
こ

と
を
附
言
し
た
い
。

書
評
者
で
あ
る
私
は
、
こ
れ
ま
で
奮
著
に
ど
れ
だ
け
お
世
話
に
な
っ
た
か

わ
か
ら
な
い
。
と
く
に
第
二
章
「
明
末
の
枇
曾
と
善
書
」
の
部
分
は
、
手
垢

で
呉
つ
黒
に
な
っ
て
い
る
。
酒
井
先
生
か
ら
受
け
た
拳
恩
に
比
べ
、
こ
の
書

評
が
不
十
分
な
も
の
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
封
し
、
漸
憐
の
念
に
堪

え
な
い
。
拳
恩
に
謝
す
る
と
と
も
に
、
御
寛
恕
を
願
、
つ
し
か
な
い
。

ま
た、

既
刊
の
著
作
集
の
う
ち
で
別
の
巻
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
紙
幅
の
閥

係
で
一
切
コ
メ
ン
ト
で
き
な
か
っ
た
。
別
に
書
評
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

註(
1
)

越
憲
と
許
釘
の
中
園
放
行
記
と
彼
ら
の
中
園
観
察
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
蔦
暦
二
年
朝
鮮
使
節
の
「
中
華
」
圏
批
剣
」

(『
山
根
幸
夫
数

授
退
休
記
念
明
代
史
論
叢
』
東
京
、
汲
古
書
院
、

一
九
九

O
)
、「
越

憲

『束
、
選
封
事
』
に
み
え
る
中
園
報
告
」
(
谷
川
遁
雄
編

『中
国
透

境
枇
舎
の
歴
史
的
研
究
』
京
都
、
京
都
大
挙
文
挙
部
東
洋
史
研
究
室
、

一
九
八
九
)
参
照
。
越
憲
が
朱
文
尚
と
記
す
と
こ
ろ
、
許
鋳
は
周
文

相
と
記
す
。
聴
音
を
文
字
に
移
す
際
に
生
ま
れ
た
遣
い
で
あ
り
、

同
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一
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
2
)

伍
躍
『
明
清
時
代
の
徳
役
制
度
と
地
方
行
政
』
(
大
阪
、
大
阪
経

済
法
科
大
間
字
ア
ジ
ア
研
究
所
、
二
O
O
O
)
第
一
章
「
明
清
時
代
の

地
方
末
端
組
織
」
。

(
3
)

陳
橋
廃
『
紹
興
史
話
」
(
上
海
、

上
海
人
民
出
版
枇
、
一

九
八
二
)

頁
二
十
。

(
4
)

溝
口
雄
三
「
明
末
清
初
思
想
研
究
の
嘗
面
の
課
題
|

|
奥
崎
裕
司

氏

『
中
園
郷
紳
地
主
の
研
究
」
に
よ
せ
て
|
|
」

(
『
歴
史
皐
研
究
」

第
四
六
八
競
、
一
九
七
九
三

(
5
)

♀ロ
E
こ
F
cE
君
"
叶

r
t
b町
3
ミ
ミ

3
;ミ
b
3
3H~

h
u
sb
N
門

u
b
g町内

g
h
叫
足。、
b
N

OY
礼町、
5
ト
白
な
』
寸
遣
、
司
&
~
の
と
き

z
od司

vza"同J
E
S
Sロ
C
5
5
5
Q
H
U
Hon
・
5
2
中
園
語
誇

一
包

錫
雅

『功
過
格

一
明
清
枇
舎
的
道
徳
秩
序
』
(杭
州
、
掘
削
江
人
民
出

版
枇
、

一
九
九
九
)。

上
巻

二

九

九
九
年
二
月
下
巻
一

二
0
0
0年
二
月

行
曾

A
五
剣

五
七
三

・
四
一
九
+
二
八
頁
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